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一、
鎌
田

秀
利
さ
ん
（５３
）
の

一
日
は
朝
６
時
、

約
２
０
０
頭
が
く
つ
ろ
ぐ
牛
舎
を
歩

き
回
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。　
一
頭

一

頭
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
餌
の
減
り

亘
人
口や
体
調
を
確
か
め
た
上
で
、
餌

を
準
備
。
牛
舎
や
餌
箱
の
掃
除
な
ど

も
こ
な
し
、
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。

作
業
を
全
て
終
え
る
の
は
、
早
く

て
も
午
後
９
時
を
過
ぎ
る
。
鎌
田
さ

ん
は

「牛
は
命
と
引
き
換
え
に
私
た

ち
を
生
か
し
て
く
れ
る
。
妥
協
せ
ず

に
向
き
合
う
こ
と
が
自
分
の
使
〈翌

と
肝
に
銘
じ
る
。

鎌
田
さ
ん
は
同
市

・
福
島
高
を
卒

業
後
、
県
外
の
専
門
学
校
で
畜
産
を

学
ん
で
帰
郷
っ
約
２０
年
間
、
別
の
農

場
で
腕
を
磨
き
、
２
０
０
４
年
に
独

立
し
た
。
今
で
は
肉
質
を
競
う
県
内

の
共
進
会
や
共
励
会
で
、
常
に
上
位

に
名
を
連
ね
る
。
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全
国
和
生
韮
方
世
進
会

（全
二
〇

の

「肉
牛
の
部
」
は
、
２４
カ
月
未
満

で
の
出
品
が
条
件
。
通
常
よ
り
半
年

ほ
ど
早
く
食
肉
処
理
す
る
た
め
、
餌

の
配
合
や
量
を
切
り
替
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
、
卓
越
し
た
技
術
が
求
め

ら
れ
る
。
鎌
田
さ
ん
が
初
め
て
挑
ん

だ
の
は
、
０７
年
の
鳥
取
大
会
。
何
も

分
か
ら
な
い
ま
ま
の
挑
戦
で
、
県
代

表
の
座
は
つ
か
め
な
か
っ
た
。

同
大
会
で
県
勢
が
初
の
日
本

一
に

な
っ
た
こ
と
で
、
出
場
へ
の
意
欲
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。　
コ
円
の
調
整

や
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
飼
い
方
な

ど
に
い
さ
ら
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な

つ
た
」
０
・２
年
の
長
崎
大
会
で
は
、

初
出
場
な
が
ら
７
区
で
優
勝
に
当
た

る
優
等
首
席
を
獲
得
。
最
一自
員
の
内

閣
総
理
大
臣
賞
も
手
に
し
、
連
覇
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

で
県
代
表
と
な
り

「夫
婦
で
日
本

一

を
取
り
た
い
」
と
意
気
込
む
。

輸
結
詐
舅
訂
器

「左＞〓　　喝〕産「鵬嚇靴降に蒙集つ家載動

れ一　』が御い時に「％続猪飩咄動は

鰤
『贔
瑾
罐
躁
摯

毒乖　く到藤̈
酔静細窯縞噺権鴨華枷

一時】一̈一一̈“一『一一一眸｛一中の̈

一は昨舞いはな２に衝撃を受け、憧れ

幸̈』無一『袢一讐Ｈ｝↑」裁』一一

流
す
。
「全
共
に
出
場
し
、
全
国
で
１

位
に
な
る
こ
と
」
が
人
生
の
目
標
だ
。

髯
旱
仄
昴
若
者
に
魅
力
伝
え
た
い

>>4

菅
］城
大
会
も
７
区
に
出
場
す
る
。

「結
果
は
分
か
ら
ん
。
た
だ
、
で
き

る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
て
い
る
」
。

力
強
い
言
葉
の
裏
に
は
、
牛
に
全
力

　

熱
心
に
働
く
森
さ
ん
を
見
詰
め
な

を
注
い
で
き
た
自
負
が
に
じ
む
。
今

が
ら
、
鎌
田
さ
ん
は
思
う
。

「全
共

回
は
妻
幸
美
さ
ん
（４０
）も
種
牛
の
部

に
は
、
若
者
に
農
業
を
魅
力
的
に
見

せ
る
力
が
あ
る
。
宮
崎
牛
の
産
地
や

生
産
者
が
憧
れ
の
存
在
と
な
り
、
そ

う
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
、
３
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
い
」

（村
永
哲
哉
）
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